
記入者所属（氏名）

名
ふ り が な

称

生産組織の
名称

（構成員数）

※地域が限られている場合は、字名など具体的な地名まで記入してください。

１ 特性・特徴及び来歴

特性・特徴

来 歴

２ 栽培概要 （平成 年実績）

栽培面積 ａ 戸 t 出荷量 t

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

栽培方法
（栽培基準の

有無)

出荷規格

※「耕種時期」は、○－○播種期、△－△定植期、□－□収穫期で示す。

採種方法 （名称： ）

※「採種方法」は、該当するものを○で囲み、「名称」には、会社名、組織名、個人名などを記入する。

３ 食文化（用途）及び出荷先

古くから伝わ
る食文化

（用 途）

４ 入手・問合せ先

入手先

耕種時期

※作付方法（直播、育苗）、施肥体系、栽植密度、病害虫防除、収穫方法、主な管理など記載する。

種苗会社 ・ 共 同 ・ 個 人

出荷先

農家戸数 収穫量

（ＴＥＬ）
問い合わせ先

（ＴＥＬ）

・様式が不足する場合は、任意の用紙に記載してください。
・当該野菜に関する既存の資料等がある場合は添付してください。

５ その他

信 州 の 伝 統 野 菜 選 定 候 補 調 査 票

作 物 名

栽培地域



１ 目 的

２ 調査対象

来 歴

食 文 化

品 種 特 性

３ 調査事項及び様式

別添調査票のとおり

４ 回答

５ 留意事項

（１）

（２） 可能な限り、当該野菜の写真(画像ファイル）を添付してください。

該当品種の存在が明らかになった場合に、随時情報提供していただきますようお願いしま

す。

「信州の伝統野菜」リスト掲載候補品種 調査要領

以下の条件を満たしていると思われる県内の地域在来の野菜品種

調査にあたっては、市町村、農業改良普及センター、農協等関係機関や採種者などの協

力を得るとともに、文献等を参考にして可能な限り漏れがないよう調査してください。

信州伝統野菜認定委員会が「信州の伝統野菜」リストを作成するにあたり、県内の情報を収集

するための調査を行ないます。

地域の気候風土に育まれ、昭和３０年代以前から栽培されている品種
であること。

当該品種に関した信州の食文化を支える行事食・郷土食が伝承されて
いること。

当該野菜固有の品種特性が明確となっていること。



記入例

地方事務所名 ○○

名 称
ふ り が な

生産組織の
名称

（構成員数）

※地域が限られている場合は、字名など具体的な地名まで記入すること。

特性・特徴

来 歴

２ 栽培概要（平成 年実績）

栽培面積 ○○ ａ ○○ 戸 ○○ t 出荷量 ○○t

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

〇 〇 □ □ 〇 〇 □ □

栽培方法
（栽培基準
の有無)

出荷規格

採取方法

３ 用途及び出荷先

用 途

４ 入手・問合せ先

入手先

Ａ級150～200ｇで良形質のもの
Ｂ級はそれ以外で50～350ｇまでのもの

種苗会社 ・ 共 同 ・ 個 人 （名称： ）

おろし大根 出荷先 県内・県外 そば屋等

栽培地域
○○辛味大根生産組合
（○○名）

耕種時期

※作付方法（直播、育苗）、施肥体系、栽植密度、病害虫防除、収穫方法、主な管理などを記載す
る。
・栽培基準は生産組合が策定し、組合員はそれに基づき栽培

根長６～７cm、根径６～９cm、根重１８０～２００ｇ程度である。根形はカブのようなやや扁

平な球形であり、根色は白と赤の２系統がある。

抽根は全くしない。肉質は緻密で硬い。

草姿は中間型で、葉は普通葉で葉色はやや黄緑色である。小葉の着生は疎で、小葉数

は２０程度となり、着葉数は２４枚程度である。Ｔ／Ｒ率は約１．１０である。

明治４４年の下條村農会の文書によれば、正徳年間（１７１１～１７１６）に盛んに栽培され
ていたとあるが、品種成立の起源についての手がかりとなる記録は残されておらず、来歴
は不明である。
しかし、「親田辛味大根」は全国的に見ても特異な形態的特徴を持つ品種で、西山は江戸

時代に尾張藩で栽培されていた「辛味大根」と近縁であることも示唆していることから、起源
は江戸時代までさかのぼるものとも考えられる。

農家戸数 収穫量

○○辛味
からみ

大根
だいこん

作物名 ダイコン

（ＴＥＬ）
問い合わせ先 ○○農協

（ＴＥＬ）


